
昭
和
四
十
五
年
労
働
省
令
第
二
十
三
号

家
内
労
働
法
施
行
規
則

家
内
労
働
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
六
十
号
）
第
三
条
、
第
四
条
第
二
項
、
第
六
条
第
一
項
、
第
九
条
第
一

項
、
第
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
十
二
条
第
一
項
、
第
十
七
条
、
第
十
八
条
、
第
二
十
六
条
か
ら
第
二
十
九

条
ま
で
、
第
三
十
条
第
一
項
、
第
三
十
二
条
第
三
項
並
び
に
同
法
附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に

同
法
を
実
施
す
る
た
め
、
家
内
労
働
法
施
行
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

目
次第

一
章
　
委
託
（
第
一
条
・
第
二
条
）

第
二
章
　
工
賃
及
び
最
低
工
賃
（
第
三
条―

第
九
条
）

第
三
章
　
安
全
及
び
衛
生
（
第
十
条―

第
二
十
二
条
）

第
四
章
　
雑
則
（
第
二
十
三
条―

第
三
十
条
）

附
則

第
一
章
　
委
託

（
家
内
労
働
手
帳
）

第
一
条
　
委
託
者
は
、
委
託
を
す
る
に
あ
た
つ
て
は
、
家
内
労
働
者
に
対
し
、
委
託
に
係
る
物
品
を
提
供
す
る
と
き

ま
で
に
家
内
労
働
手
帳
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
家
内
労
働
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り

と
す
る
。

一
　
委
託
を
す
る
つ
ど
、
そ
の
年
月
日
、
納
入
さ
せ
る
物
品
の
数
量
及
び
納
品
の
時
期

二
　
製
造
又
は
加
工
等
に
係
る
物
品
を
受
領
す
る
つ
ど
そ
の
年
月
日

三
　
工
賃
を
支
払
う
つ
ど
そ
の
年
月
日

３
　
委
託
者
は
、
委
託
を
す
る
に
あ
た
つ
て
は
、
家
内
労
働
手
帳
に
次
の
事
項
を
記
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
家
内
労
働
者
の
氏
名
、
性
別
及
び
生
年
月
日
並
び
に
当
該
家
内
労
働
者
に
補
助
者
が
あ
る
場
合
に
は
そ
の
氏

名
、
性
別
及
び
生
年
月
日

二
　
委
託
者
の
氏
名
、
営
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地
並
び
に
委
託
者
が
当
該
家
内
労
働
者
に
係
る
委
託
に
つ
い
て

代
理
人
を
置
く
場
合
に
は
そ
の
氏
名
及
び
住
所

三
　
工
賃
の
支
払
場
所
、
毎
月
一
定
期
日
を
工
賃
締
切
日
と
し
て
定
め
る
場
合
に
は
そ
の
定
め
及
び
通
貨
以
外
の

も
の
で
工
賃
を
支
払
う
場
合
に
は
そ
の
方
法

四
　
物
品
の
受
渡
し
場
所

五
　
不
良
品
の
取
扱
い
に
関
す
る
定
め
を
す
る
場
合
に
は
そ
の
定
め

４
　
委
託
者
は
、
前
項
各
号
の
事
項
に
変
更
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
そ
の
つ
ど
、
変
更
が
あ
つ
た
事
項
を
家
内
労
働

手
帳
に
記
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
委
託
者
は
、
委
託
に
関
し
、
家
内
労
働
者
に
機
械
、
器
具
そ
の
他
の
設
備
又
は
原
材
料
そ
の
他
の
物
品
を
自
己

か
ら
購
入
さ
せ
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
つ
ど
、
そ
の
品
名
、
数
量
及
び
引
渡
し
の
期
日
並
び
に
そ
の
代
金

の
額
並
び
に
決
済
の
期
日
及
び
方
法
に
関
す
る
事
項
を
家
内
労
働
手
帳
に
記
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
　
家
内
労
働
者
は
、
委
託
者
が
家
内
労
働
手
帳
に
記
入
し
た
事
項
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７
　
家
内
労
働
者
は
、
委
託
者
が
家
内
労
働
手
帳
に
最
後
の
記
入
を
し
た
日
か
ら
二
年
間
当
該
家
内
労
働
手
帳
を
保

存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８
　
家
内
労
働
手
帳
は
、
様
式
第
一
号
に
よ
る
。

（
就
業
時
間
の
適
正
化
に
関
す
る
勧
告
）

第
二
条
　
法
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
は
、
都
道
府
県
労
働
局
長
が
当
該
都
道
府
県
労
働
局
の
掲
示
場
に

掲
示
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

第
二
章
　
工
賃
及
び
最
低
工
賃

（
工
賃
の
支
払
）

第
三
条
　
工
賃
の
支
払
は
、
委
託
者
が
家
内
労
働
者
の
同
意
を
得
た
場
合
に
は
、
次
の
方
法
に
よ
る
こ
と
が
で
き

る
。

一
　
郵
政
民
営
化
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
九
十
七
号
）
第
九
十
四
条
に
規
定
す
る
郵
便
貯
金
銀
行
が
そ
の
行
う

為
替
取
引
に
関
し
負
担
す
る
債
務
に
係
る
権
利
を
表
章
す
る
証
書
の
交
付

二
　
銀
行
そ
の
他
の
金
融
機
関
に
対
す
る
預
金
又
は
貯
金
へ
の
振
込
み

（
審
議
会
の
意
見
の
要
旨
の
公
示
）

第
四
条
　
法
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
職
権
に
係
る
事
案
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働

大
臣
が
官
報
に
掲
載
す
る
こ
と
に
よ
り
、
都
道
府
県
労
働
局
長
の
職
権
に
係
る
事
案
に
つ
い
て
は
当
該
都
道
府
県

労
働
局
長
が
当
該
都
道
府
県
労
働
局
の
掲
示
場
に
掲
示
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
審
議
会
の
意
見
に
関
す
る
異
議
の
申
出
）

第
五
条
　
法
第
九
条
第
二
項
の
異
議
の
申
出
は
、
異
議
の
内
容
及
び
理
由
を
記
載
し
た
異
議
申
出
書
を
提
出
す
る
こ

と
に
よ
つ
て
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
厚
生
労
働
大
臣
に
対
す
る
異
議
の
申
出
は
、
関
係
都
道
府
県
労
働
局
長
を
経
由
し
て
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
関
係
家
内
労
働
者
及
び
関
係
委
託
者
の
意
見
の
聴
取
）

第
六
条
　
労
働
政
策
審
議
会
又
は
地
方
労
働
審
議
会
（
以
下
「
審
議
会
」
と
総
称
す
る
。
）
は
、
法
第
十
一
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
関
係
家
内
労
働
者
及
び
関
係
委
託
者
の
意
見
を
聴
こ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
事
案
の
要
旨
並

び
に
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
関
係
家
内
労
働
者
及
び
関
係
委
託
者
は
一
定
の
期
日
ま
で
に
審
議
会
に
意
見
書
を

提
出
す
べ
き
旨
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
審
議
会
は
、
前
項
の
意
見
書
に
よ
る
ほ
か
、
関
係
家
内
労
働
者
及
び
関
係
委
託
者
の
う
ち
適
当
と
認
め
る
者
か

ら
意
見
を
き
く
も
の
と
す
る
。

３
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
は
、
労
働
政
策
審
議
会
に
あ
つ
て
は
官
報
に
掲
載
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
方
労
働

審
議
会
に
あ
つ
て
は
都
道
府
県
労
働
局
の
掲
示
場
に
掲
示
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
関
係
家
内
労
働
者
又
は
関
係
委
託
者
の
申
出
）

第
七
条
　
法
第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
は
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
申
出
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
つ

て
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
申
出
を
す
る
者
が
代
表
す
る
家
内
労
働
者
又
は
委
託
者
の
範
囲

二
　
申
出
の
内
容

三
　
申
出
の
理
由

２
　
前
項
の
申
出
書
に
は
、
申
出
を
す
る
者
が
同
項
第
一
号
の
範
囲
の
家
内
労
働
者
又
は
委
託
者
を
代
表
す
る
者
で

あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
一
項
の
申
出
書
は
、
当
該
事
案
が
二
以
上
の
都
道
府
県
労
働
局
の
管
轄
区
域
に
わ
た
る
も
の
で
あ
る
場
合
に

は
厚
生
労
働
大
臣
に
、
当
該
事
案
が
一
の
都
道
府
県
労
働
局
の
管
轄
区
域
内
の
み
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は

当
該
都
道
府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
す
る

申
出
書
は
、
関
係
都
道
府
県
労
働
局
長
を
経
由
し
て
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
最
低
工
賃
に
関
す
る
決
定
の
公
示
）

第
八
条
　
法
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
は
、
官
報
に
掲
載
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
行
な
う
も
の
と
す
る
。

（
最
低
工
賃
に
関
す
る
職
権
）

第
九
条
　
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
当
該
都
道
府
県
労
働
局
の
管
轄
区
域
内
の
み
に
係
る
事
案
に
つ
い
て
、
法
第
八

条
第
一
項
又
は
法
第
十
条
の
規
定
に
よ
り
地
方
労
働
審
議
会
の
調
査
審
議
を
求
め
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、

当
該
事
案
が
全
国
的
に
関
連
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
、
又
は
全
国
的
に
関
連
が
あ
る
か
ど
う
か
判
断
し
難
い
と
き

は
、
遅
滞
な
く
、
意
見
を
付
し
て
そ
の
旨
を
厚
生
労
働
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
法
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
関
係

都
道
府
県
労
働
局
長
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
前
項
の
報
告
が
あ
つ
た
事
案
に
つ
い
て
法
第
十
五
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
し
な
い
こ
と
を
決
定
し
た
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

３
　
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
第
一
項
の
報
告
を
し
た
事
案
に
つ
い
て
は
、
前
項
後
段
の
通
知
が
あ
る
ま
で
は
、
法

第
八
条
第
一
項
又
は
法
第
十
条
の
規
定
に
よ
る
調
査
審
議
を
求
め
て
は
な
ら
な
い
。

４
　
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
第
二
項
前
段
の
通
知
を
受
け
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
申
出
書
そ
の
他
の
関
係
書
類

を
厚
生
労
働
大
臣
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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第
三
章
　
安
全
及
び
衛
生

（
安
全
装
置
の
取
付
け
）

第
十
条
　
委
託
者
は
、
委
託
に
係
る
業
務
に
関
し
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
機
械
を
家
内
労
働
者
に
譲
渡
し
、
貸

与
し
、
又
は
提
供
す
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
安
全
装
置
を
取
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

機
械

安
全
装
置

木
材
加
工
用
丸
の
こ

盤

反
ぱ
つ
に
よ
り
作
業
者
が
危
害
を
う

け
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の

割
刃
そ
の
他
の
反
ぱ
つ
予
防
装
置

接
触
に
よ
り
作
業
者
が
危
害
を
う
け

る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の

歯
の
接
触
予
防
装
置

手
押
し
か
ん
な
盤

刃
の
接
触
予
防
装
置

プ
レ
ス
機
械
及
び
シ
ヤ
ー

安
全
装
置
（
そ
の
性
能
に
つ
い
て
労
働
安
全
衛
生
法

（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
四
十
四
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
く
検
定
を
受
け
た
安
全
装
置
に
限

る
。
）

（
規
格
具
備
等
の
確
認
）

第
十
一
条
　
委
託
者
は
、
委
託
に
係
る
業
務
に
関
し
、
次
の
安
全
装
置
、
機
械
又
は
器
具
を
家
内
労
働
者
に
譲
渡

し
、
貸
与
し
、
又
は
提
供
す
る
場
合
に
は
、
当
該
安
全
装
置
、
機
械
又
は
器
具
が
労
働
安
全
衛
生
法
第
四
十
二
条

の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
規
格
を
具
備
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
木
材
加
工
用
丸
の
こ
盤
の
反
ぱ
つ
予
防
装
置
又
は
歯
の
接
触
予
防
装
置

二
　
手
押
し
か
ん
な
盤
の
刃
の
接
触
予
防
装
置

三
　
研
削
盤
、
研
削
と
い
し
又
は
研
削
と
い
し
の

お
お覆

い

四
　
動
力
に
よ
り
駆
動
さ
れ
る
プ
レ
ス
機
械

第
十
二
条
　
委
託
者
は
、
委
託
に
係
る
業
務
に
関
し
、
手
押
し
か
ん
な
盤
を
家
内
労
働
者
に
譲
渡
し
、
貸
与
し
、
又

は
提
供
す
る
場
合
に
は
、
刃
物
取
付
け
部
が
丸
胴
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
防
護
措
置
）

第
十
三
条
　
委
託
者
は
、
委
託
に
係
る
業
務
に
関
し
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
機
械
又
は
器
具
を
家
内
労
働
者
に

譲
渡
し
、
貸
与
し
、
又
は
提
供
す
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

機
械
又
は
器
具

措
置

原
動
機
又
は
回
転
軸
、
歯
車
、
プ
ー
リ

若
し
く
は
ベ
ル
ト
の
あ
る
機
械

作
業
者
が
危
害
を
う
け
る
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
に

お
お覆

い
、
囲
い
又
は
ス
リ

ー
ブ
を
取
り
付
け
る
こ
と
。

回
転
軸
、
歯
車
、
プ
ー
リ
又
は
フ
ラ
イ

ホ
イ
ー
ル
に
附
属
す
る
止
め
具
の
あ
る

機
械
（
埋
頭
型
の
止
め
具
を
使
用
し
て

い
る
機
械
を
除
く
。
）

止
め
具
に

お
お覆

い
を
取
り
付
け
る
こ
と
。

バ
フ
盤
（
布
バ
フ
、
コ
ル
ク
バ
フ
等
を

使
用
す
る
バ
フ
盤
を
除
く
。
）

バ
フ
の
研
ま
に
必
要
な
部
分
以
外
の
部
分
に

お
お覆

い
を
取
り
付
け
る
こ
と
。

面
取
り
盤

刃
の
接
触
予
防
装
置
を
取
り
付
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
作
業
の
性
質
上
接

触
予
防
装
置
を
取
り
付
け
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、
工
具
を
譲
渡
し
、

貸
与
し
、
又
は
提
供
す
る
こ
と
。

紙
、
布
、
金
属
箔
等
を
通
す
ロ
ー
ル
機

（
送
給
が
自
動
的
に
行
な
わ
れ
る
構
造
の

ロ
ー
ル
機
を
除
く
。
）

囲
い
又
は
ガ
イ
ド
ロ
ー
ル
を
取
り
付
け
る
こ
と
。

電
気
機
械
器
具

充
電
部
分
の
う
ち
作
業
者
が
作
業
中
又
は
通
行
の
際
に
、
接
触
し
、
又
は

接
近
す
る
こ
と
に
よ
り
感
電
の
危
害
を
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
に
囲

い
又
は
絶
縁

お
お覆

い
を
取
り
付
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
電
熱
器
の
発
熱
体
の

部
分
、
抵
抗
溶
接
機
の
電
極
の
部
分
等
電
気
機
械
器
具
の
使
用
の
目
的
に

よ
り
露
出
す
る
こ
と
が
や
む
を
得
な
い
充
電
部
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

（
危
害
防
止
の
た
め
の
書
面
の
交
付
等
）

第
十
四
条
　
委
託
者
は
、
委
託
に
係
る
業
務
に
関
し
、
別
表
第
一
の
上
欄
に
掲
げ
る
機
械
、
器
具
又
は
原
材
料
そ
の

他
の
物
品
を
家
内
労
働
者
に
譲
渡
し
、
貸
与
し
、
又
は
提
供
す
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る

事
項
を
書
面
に
記
載
し
、
家
内
労
働
者
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
家
内
労
働
者
は
、
前
項
の
書
面
を
作
業
場
の
見
や
す
い
箇
所
に
掲
示
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
家
内
労
働
者
又
補
助
者
は
、
第
一
項
の
書
面
に
記
載
さ
れ
た
注
意
事
項
を
守
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
有
害
物
に
つ
い
て
の
容
器
の
使
用
等
）

第
十
五
条
　
委
託
者
は
、
委
託
に
係
る
業
務
に
関
し
、
次
の
物
品
を
家
内
労
働
者
に
譲
渡
し
、
又
は
提
供
す
る
場
合

に
は
、
当
該
物
品
が
漏
れ
、
又
は
発
散
す
る
お
そ
れ
の
な
い
容
器
を
使
用
し
、
か
つ
、
当
該
容
器
の
見
や
す
い
箇

所
に
当
該
物
品
の
名
称
及
び
取
扱
い
上
の
注
意
事
項
を
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
有
機
溶
剤
（
労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
三
百
十
八
号
）
別
表
第
三
第
二
号
３
の

３
、
１
１
の
２
、
１
８
の
２
か
ら
１
８
の
４
ま
で
、
１
９
の
２
、
１
９
の
３
、
２
２
の
２
か
ら
２
２
の
５
ま
で

及
び
３
３
の
２
に
掲
げ
る
物
、
同
令
別
表
第
六
の
二
に
掲
げ
る
有
機
溶
剤
並
び
に
こ
れ
ら
の
物
の
み
か
ら
成
る

混
合
物
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

二
　
有
機
溶
剤
を
含
有
す
る
塗
料
、
絵
具
又
は
接
着
剤

三
　
鉛
化
合
物
（
労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
別
表
第
四
第
六
号
の
鉛
化
合
物
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
含
有
す

る
絵
具
又
は

ゆ
う釉

薬

２
　
前
項
の
規
定
は
、
家
内
労
働
者
が
同
項
各
号
の
物
品
で
あ
つ
て
委
託
者
か
ら
の
譲
渡
又
は
提
供
に
係
る
も
の
以

外
の
も
の
を
使
用
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
女
性
及
び
年
少
者
の
就
業
制
限
）

第
十
六
条
　
委
託
者
は
、
満
十
八
才
に
満
た
な
い
家
内
労
働
者
又
は
補
助
者
が
、
次
の
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
と
な

る
委
託
を
し
な
い
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
丸
の
こ
の
直
径
が
二
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
木
材
加
工
用
丸
の
こ
盤
（
横
切
用
丸
の
こ
盤
、
自
動
送

り
装
置
を
有
す
る
丸
の
こ
盤
そ
の
他
反
ぱ
つ
に
よ
り
作
業
者
が
危
害
を
う
け
る
お
そ
れ
の
な
い
も
の
を
除
く
。
）

に
木
材
を
送
給
す
る
業
務

二
　
動
力
に
よ
り
駆
動
さ
れ
る
プ
レ
ス
機
械
の
金
型
又
は
シ
ヤ
ー
の
刃
部
の
調
整
又
は
そ
う
じ
の
業
務

三
　
手
押
し
か
ん
な
盤
又
は
単
軸
面
取
り
盤
の
取
扱
い
の
業
務

四
　
火
工
品
を
製
造
し
、
又
は
取
り
扱
う
業
務
で
あ
つ
て
取
り
扱
う
物
品
が
爆
発
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の

五
　
別
表
第
二
に
掲
げ
る
発
火
性
の
物
品
、
酸
化
性
の
物
品
、
引
火
性
の
物
品
又
は
可
燃
性
の
ガ
ス
（
以
下
「
危

険
物
」
と
い
う
。
）
を
取
り
扱
う
業
務
で
あ
つ
て
取
り
扱
う
物
品
が
爆
発
し
、
発
火
し
、
又
は
引
火
す
る
お
そ

れ
の
あ
る
も
の

六
　
鉛
等
（
鉛
中
毒
予
防
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
七
号
）
第
一
条
第
一
号
の
鉛
等
を
い
う
。
以

下
同
じ
。
）
の
蒸
気
又
は
粉
じ
ん
を
発
散
す
る
場
所
に
お
け
る
業
務

七
　
土
石
、
岩
石
、
鉱
物
、
金
属
又
は
炭
素
の
粉
じ
ん
を
著
し
く
発
散
す
る
場
所
に
お
け
る
業
務

２
　
委
託
者
は
、
満
十
八
才
以
上
の
女
性
で
あ
る
家
内
労
働
者
又
は
補
助
者
が
、
前
項
第
一
号
、
第
三
号
及
び
第
六

号
の
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
と
な
る
委
託
を
し
な
い
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
満
十
八
才
に
満
た
な
い
家
内
労
働
者
又
は
補
助
者
は
、
第
一
項
各
号
の
業
務
に
従
事
し
な
い
よ
う
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
満
十
八
才
以
上
の
女
性
で
あ
る
家
内
労
働
者
又
は
補
助
者
は
、
第
一
項
第
一
号
、
第
三
号
及
び
第
六
号
の
業
務

に
従
事
し
な
い
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
家
内
労
働
者
の
危
害
防
止
措
置
）

第
十
七
条
　
家
内
労
働
者
は
、
委
託
者
か
ら
の
譲
渡
、
貸
与
又
は
提
供
に
係
る
機
械
又
は
器
具
以
外
の
機
械
又
は
器

具
を
使
用
す
る
場
合
に
は
、
第
十
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
に
規
定
す
る
措
置
に
準
ず
る
措
置
を
講
ず
る
よ
う
に
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
設
備
等
の
設
置
）

第
十
八
条
　
家
内
労
働
者
は
、
屋
内
作
業
場
に
お
い
て
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
業
務
に
従
事
す
る
場
合
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
設
備
又
は
装
置
を
設
け
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

業
務

設
備
又
は
装
置

有
機
溶
剤
等
（
有
機
溶
剤
中
毒
予
防
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十

六
号
）
第
一
条
第
一
項
第
二
号
の
有
機
溶
剤
等
及
び
特
定
化
学
物
質
障
害
予
防

規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
九
号
）
第
二
条
第
一
項
第
三
号
の
三

の
特
別
有
機
溶
剤
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
取
り
扱
う
業
務
（
吹
付
け
の

業
務
を
除
く
。
）

蒸
気
の
発
散
源
を
密
閉
す
る
設
備
、

局
所
排
気
装
置
、
全
体
換
気
装
置
又

は
排
気
筒

有
機
溶
剤
等
を
吹
き
付
け
る
業
務

局
所
排
気
装
置

鉛
等
を
取
り
扱
う
業
務

局
所
排
気
装
置
、
全
体
換
気
装
置
又

は
排
気
筒

研
ま
材
を
用
い
て
動
力
に
よ
り
、
岩
石
、
鉱
物
若
し
く
は
金
属
を
研
ま
し
、
若

し
く
は
ば
り
取
り
し
、
又
は
金
属
を
裁
断
す
る
場
所
に
お
け
る
業
務

局
所
排
気
装
置
又
は
粉
じ
ん
の
発
生

源
を
湿
潤
な
状
態
に
保
つ
た
め
の

設
備

（
保
護
具
等
の
使
用
）

第
十
九
条
　
家
内
労
働
者
又
は
補
助
者
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
業
務
に
従
事
す
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同

表
の
下
欄
に
掲
げ
る
保
護
具
等
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

業
務

保
護
具
等

運
転
中
の
機
械
の
刃
部
に
お
け
る
切
粉
払
い
又
は
切
削
剤
を
使
用

す
る
業
務

ブ
ラ
シ

運
転
中
の
機
械
に
頭
髪
又
は
被
服
が
巻
き
込
ま
れ
る
お
そ
れ
の
あ

る
業
務

適
当
な
帽
子
又
は
作
業
服

ガ
ス
、
蒸
気
又
は
粉
じ
ん
を
発
散
す
る
場
所
に
お
け
る
業
務
（
局

所
排
気
装
置
、
全
体
換
気
装
置
又
は
粉
じ
ん
の
発
生
源
を
湿
潤
な

状
態
に
保
つ
た
め
の
設
備
が
設
置
さ
れ
て
い
る
場
所
に
お
け
る
業

務
を
除
く
。
）

ガ
ス
又
は
蒸
気
に
あ
つ
て
は
防
毒
マ
ス
ク
又
は
防

毒
機
能
を
有
す
る
電
動
フ
ァ
ン
付
き
呼
吸
用
保
護

具
、
粉
じ
ん
に
あ
つ
て
は
防
じ
ん
マ
ス
ク
、
防
じ

ん
機
能
を
有
す
る
電
動
フ
ァ
ン
付
き
呼
吸
用
保
護

具
又
は
防
毒
機
能
を
有
す
る
電
動
フ
ァ
ン
付
き
呼

吸
用
保
護
具
で
あ
つ
て
防
じ
ん
機
能
を
有
す
る
も

の

皮
膚
に
障
害
を
与
え
る
物
品
又
は
皮
膚
か
ら
吸
収
さ
れ
て
中
毒
を

起
こ
す
お
そ
れ
の
あ
る
物
品
を
取
り
扱
う
業
務

塗
布
剤
、
不
浸
透
性
の
作
業
衣
又
は
手
袋

強
烈
な
騒
音
を
発
す
る
業
務

耳
せ
ん

（
危
険
物
の
取
扱
い
）

第
二
十
条
　
家
内
労
働
者
又
は
補
助
者
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
物
品
を
取
り
扱
う
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同

表
の
下
欄
に
掲
げ
る
事
項
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

物
品

事
項

別
表
第
二
に
掲
げ
る
発
火
性

の
物
品

み
だ
り
に
、
火
気
そ
の
他
点
火
源
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
に
接
近
さ
せ
、
酸
化

を
う
な
が
す
物
若
し
く
は
水
に
接
触
さ
せ
、
加
熱
し
、
又
は
衝
撃
を
与
え
な
い
こ
と
。

別
表
第
二
に
掲
げ
る
酸
化
性

の
物
品

み
だ
り
に
、
分
解
が
う
な
が
さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
に
接
触
さ
せ
、
加
熱
し
、

摩
擦
し
、
又
は
衝
撃
を
与
え
な
い
こ
と
。

別
表
第
二
に
掲
げ
る
引
火
性

の
物
品

み
だ
り
に
、
火
気
そ
の
他
点
火
源
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
に
接
近
さ
せ
、
若
し

く
は
注
ぎ
、
蒸
発
さ
せ
、
又
は
加
熱
し
な
い
こ
と
。

別
表
第
二
に
掲
げ
る
可
燃
性

の
ガ
ス

み
だ
り
に
発
散
さ
せ
な
い
こ
と
。

（
援
助
）

第
二
十
一
条
　
委
託
者
は
、
家
内
労
働
者
又
は
補
助
者
が
危
害
防
止
の
た
め
に
す
る
安
全
装
置
、
局
所
排
気
装
置
そ

の
他
の
設
備
の
設
置
及
び
健
康
診
断
の
受
診
に
つ
い
て
必
要
な
援
助
を
行
な
う
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
安
全
及
び
衛
生
に
関
す
る
命
令
）

第
二
十
二
条
　
法
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
命
令
は
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
命
令
書
を
交
付
す
る
こ
と
に
よ
つ
て

行
な
う
。

一
　
違
反
の
事
実

二
　
命
令
の
内
容

第
四
章
　
雑
則

（
届
出
）

第
二
十
三
条
　
委
託
者
は
、
法
第
二
条
第
三
項
の
規
定
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
場
合
に
は
、
遅
滞
な
く
、
委
託
状
況

届
（
様
式
第
二
号
）
を
当
該
委
託
者
の
営
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
労
働
基
準
監
督
署
の
長
（
以
下
「
所
轄
労

働
基
準
監
督
署
長
」
と
い
う
。
）
を
経
由
し
て
当
該
営
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
労
働
局
の
長
（
以

下
「
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
」
と
い
う
。
）
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
委
託
者
は
、
毎
年
、
四
月
一
日
現
在
に
お
け
る
状
況
に
つ
い
て
、
委
託
状
況
届
（
様
式
第
二
号
）
を
同
月
三
十

日
ま
で
に
、
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
を
経
由
し
て
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
委
託
者
は
、
家
内
労
働
者
又
は
補
助
者
が
、
委
託
に
係
る
業
務
に
関
し
負
傷
し
、
又
は
疾
病
に
か
か
り
四
日
以

上
休
業
し
、
又
は
死
亡
し
た
場
合
に
は
、
遅
滞
な
く
、
家
内
労
働
死
傷
病
届
（
様
式
第
三
号
）
を
所
轄
労
働
基
準

監
督
署
長
を
経
由
し
て
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
帳
簿
）

第
二
十
四
条
　
法
第
二
十
七
条
の
帳
簿
に
は
、
委
託
に
係
る
家
内
労
働
者
各
人
別
に
、
次
の
事
項
を
記
入
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一
　
家
内
労
働
者
の
氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
、
住
所
及
び
家
内
労
働
者
の
作
業
場
の
所
在
地
が
住
所
と
異
な
る

場
合
に
は
そ
の
所
在
地

二
　
委
託
に
係
る
家
内
労
働
者
に
補
助
者
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
氏
名
、
性
別
及
び
生
年
月
日

三
　
委
託
に
係
る
業
務
に
関
し
、
代
理
人
を
置
く
場
合
に
は
、
当
該
代
理
人
の
氏
名
、
住
所
及
び
代
理
業
務
の

範
囲

四
　
委
託
を
す
る
つ
ど
、
そ
の
年
月
日
、
委
託
を
し
た
業
務
の
内
容
、
納
入
さ
せ
る
物
品
の
数
量
、
工
賃
の
単

価
、
納
品
の
時
期
及
び
工
賃
の
支
払
期
日

五
　
製
造
又
は
加
工
等
に
係
る
物
品
を
受
領
す
る
つ
ど
、
そ
の
年
月
日
及
び
受
領
し
た
物
品
の
数
量

六
　
工
賃
を
支
払
う
つ
ど
、
そ
の
年
月
日
、
支
払
つ
た
工
賃
の
額
並
び
に
通
貨
以
外
の
も
の
で
工
賃
を
支
払
つ
た

場
合
に
は
そ
の
方
法
及
び
額

２
　
委
託
者
は
、
前
項
の
帳
簿
に
最
後
の
記
入
を
し
た
日
か
ら
五
年
間
当
該
帳
簿
を
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
一
項
の
帳
簿
は
、
様
式
第
四
号
に
よ
る
。

（
報
告
等
）

第
二
十
五
条
　
厚
生
労
働
大
臣
、
都
道
府
県
労
働
局
長
、
労
働
基
準
監
督
署
長
又
は
労
働
基
準
監
督
官
は
、
法
第
二

十
八
条
の
規
定
に
よ
り
委
託
者
又
は
家
内
労
働
者
に
対
し
、
必
要
な
事
項
を
報
告
さ
せ
、
又
は
出
頭
を
命
ず
る
場

合
に
は
、
次
の
事
項
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
報
告
を
さ
せ
、
又
は
出
頭
を
命
ず
る
理
由

二
　
出
頭
を
命
ず
る
場
合
に
は
聴
取
し
よ
う
と
す
る
事
項
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（
労
働
基
準
監
督
署
長
及
び
労
働
基
準
監
督
官
）

第
二
十
六
条
　
労
働
基
準
監
督
署
長
は
、
都
道
府
県
労
働
局
長
の
指
揮
監
督
を
受
け
て
、
こ
の
省
令
に
規
定
す
る
も

の
の
ほ
か
、
法
の
施
行
に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

２
　
労
働
基
準
監
督
官
は
、
上
司
の
命
を
受
け
て
、
法
に
基
づ
く
立
入
検
査
、
司
法
警
察
員
の
職
務
そ
の
他
の
法
の

施
行
に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

（
労
働
基
準
監
督
官
の
権
限
）

第
二
十
七
条
　
労
働
基
準
監
督
官
が
、
法
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
収
去
す
る
こ
と
が
で
き
る
物
は
、
次

の
物
又
は
そ
の
疑
い
の
あ
る
物
と
す
る
。

一
　
労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
第
十
六
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
物

二
　
有
機
溶
剤
等
、
鉛
等
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
危
害
を
与
え
る
も
の
と
し
て
指
定
す
る
物

２
　
法
第
三
十
条
第
二
項
の
証
票
は
、
労
働
基
準
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
厚
生
省
令
第
二
十
三
号
）
様
式
第

十
八
号
に
よ
る
。

（
申
告
に
基
づ
く
不
利
益
な
取
扱
い
の
是
正
命
令
）

第
二
十
八
条
　
法
第
三
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
は
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
是
正
命
令
書
を
交
付
す
る

こ
と
に
よ
つ
て
行
な
う
。

一
　
不
利
益
な
取
扱
い
の
事
実

二
　
是
正
す
べ
き
事
項

三
　
是
正
期
限

（
公
示
事
項
の
周
知
）

第
二
十
九
条
　
厚
生
労
働
大
臣
、
都
道
府
県
労
働
局
長
又
は
審
議
会
は
、
法
又
は
こ
の
省
令
の
規
定
に
よ
り
公
示
し

た
事
項
に
つ
い
て
、
適
当
な
方
法
に
よ
り
関
係
者
に
知
ら
せ
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
様
式
の
任
意
性
）

第
三
十
条
　
委
託
者
は
、
第
一
条
の
家
内
労
働
手
帳
及
び
第
二
十
四
条
の
帳
簿
を
、
様
式
第
一
号
及
び
様
式
第
四
号

と
異
な
る
様
式
を
用
い
て
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
五
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
一
条
及
び
次
条
の
規
定
は
、

昭
和
四
十
六
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
プ
レ
ス
機
械
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
昭
和
四
十
六
年
七
月
一
日
前
に
製
造
さ
れ
た
研
削
盤
（
機
械
研
削
を
行
な
う
研
削
盤
の
本
体
に
限
る
。
）

及
び
動
力
に
よ
り
駆
動
さ
れ
る
プ
レ
ス
機
械
に
つ
い
て
は
、
第
十
一
条
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

（
工
賃
の
支
払
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条
　
法
附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
は
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ

つ
て
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
申
請
す
る
者
が
代
表
す
る
委
託
者
の
範
囲

二
　
工
賃
の
支
払
に
関
し
希
望
す
る
別
段
の
定
め

三
　
申
請
の
理
由

２
　
第
七
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
申
請
書
の
提
出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
五
条
　
法
附
則
第
二
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
法
第
六
条
施
行
の
際
、
工
賃
の
全
部
又
は
一

部
に
つ
い
て
、
手
形
に
よ
る
決
済
を
慣
習
と
し
て
い
る
委
託
者
と
す
る
。

第
六
条
　
第
九
条
の
規
定
は
、
都
道
府
県
労
働
局
長
に
法
附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
が
あ
つ
た
場
合

に
つ
い
て
準
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
七
年
九
月
三
〇
日
労
働
省
令
第
四
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
三
年
八
月
七
日
労
働
省
令
第
三
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
三
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
四
年
四
月
二
五
日
労
働
省
令
第
一
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
四
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
八
年
三
月
二
八
日
労
働
省
令
第
一
三
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
改
正
後
の
家
内
労
働
法
施
行
規
則
第
二
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
状
況
届
及
び
改
正
後
の
家
内
労
働

法
施
行
規
則
第
二
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
家
内
労
働
死
傷
病
届
は
、
当
分
の
間
、
な
お
従
前
の
様
式
に
よ

る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
九
年
九
月
二
五
日
労
働
省
令
第
三
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
雇
用
の
分
野
に
お
け
る
男
女
の
均
等
な
機
会
及
び
待
遇
の
確
保
等
の
た
め
の
労
働
省
関
係
法
律

の
整
備
に
関
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
一
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
九
年
十
月
一
日
）
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
一
月
一
一
日
労
働
省
令
第
五
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
家
内
労
働
法
施
行
規
則
第
二
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
状
況
届
及

び
改
正
後
の
家
内
労
働
法
施
行
規
則
第
二
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
家
内
労
働
死
傷
病
届
は
、
当
分
の
間
、

な
お
従
前
の
様
式
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署

名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
一
月
三
一
日
労
働
省
令
第
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
処
分
、
申
請
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
地
方
分
権
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
地
方
分
権
推
進
整
備

法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
前
に
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
若
し
く
は
こ
れ
に
基
づ
く
政
令
の
規
定
（
こ
れ
ら
の

規
定
を
準
用
す
る
他
の
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
政
令
の
規
定
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
に
よ
り
都
道
府
県
労
働

基
準
局
長
若
し
く
は
都
道
府
県
知
事
が
行
つ
た
許
可
等
の
処
分
そ
の
他
の
行
為
（
以
下
「
処
分
等
の
行
為
」
と
い

う
。
）
又
は
地
方
分
権
推
進
整
備
法
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
若
し
く
は
こ
れ
に
基
づ
く
政

令
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
労
働
基
準
局
長
若
し
く
は
都
道
府
県
知
事
に
対
し
て
さ
れ
て
い
る
許
可
等
の
申
請
そ

の
他
の
行
為
（
以
下
「
申
請
等
の
行
為
」
と
い
う
。
）
で
、
地
方
分
権
推
進
整
備
法
の
施
行
の
日
に
お
い
て
こ
れ

ら
の
行
為
に
係
る
行
政
事
務
を
地
方
分
権
推
進
整
備
法
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く

労
働
省
令
の
規
定
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
他
の
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
労
働
省
令
の
規
定
を
含
む
。
以

下
同
じ
。
）
に
よ
り
都
道
府
県
労
働
局
長
が
行
う
こ
と
と
な
る
も
の
は
、
地
方
分
権
推
進
整
備
法
の
施
行
の
日
以

後
に
お
け
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
労
働
省
令
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
そ
れ

ぞ
れ
の
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
労
働
省
令
の
相
当
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
労
働
局
長
が
し
た
処
分
等
の
行
為
又

は
都
道
府
県
労
働
局
長
に
対
し
て
さ
れ
た
申
請
等
の
行
為
と
み
な
す
。

第
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
処
分
等
の
行
為
又
は
こ
の
省

令
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
て
い
る
申
請
等
の
行
為
で
、
こ
の
省
令
の

施
行
の
日
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
行
為
に
係
る
行
政
事
務
を
行
う
べ
き
者
が
異
な
る
こ
と
と
な
る
も
の
は
、
こ
の
省

令
の
施
行
の
日
以
後
に
お
け
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令

の
相
当
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
処
分
等
の
行
為
又
は
申
請
等
の
行
為
と
み
な
す
。

第
四
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の
規
定
に
よ
り
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
機
関
又
は

職
員
に
対
し
て
報
告
、
届
出
、
提
出
そ
の
他
の
手
続
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
で
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日

前
に
そ
の
手
続
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の
相
当
規
定
に
よ
り

国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
相
当
の
機
関
又
は
職
員
に
対
し
て
報
告
、
届
出
、
提
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項

に
つ
い
て
そ
の
手
続
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
み
な
し
て
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の
規

定
を
適
用
す
る
。
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（
様
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
六
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
又
は
交
付
さ
れ
て
い
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の

省
令
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
申
請
書
等
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
に
定
め
る
相
当
様
式

に
よ
る
申
請
書
等
と
み
な
す
。

第
七
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
、
現
に
存
す
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
に
定
め
る
様
式
に

よ
る
申
請
書
等
の
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
必
要
な
改
定
を
し
た
上
、
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
一
〇
月
三
一
日
労
働
省
令
第
四
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
平

成
十
三
年
一
月
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
九
月
二
七
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
九
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
三
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
九
月
二
五
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
一
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
九
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
四
年
九
月
二
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
三
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
四
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
四
月
一
二
日
厚
生
労
働
省
令
第
五
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
五
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
八
月
二
五
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
〇
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
六
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
六
月
二
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
二
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
七
月
一
日
）
か

ら
施
行
す
る
。

（
様
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い

う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
六
二
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
委
託
に
関
す
る
契
約
を
締
結
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
契
約
に
係
る
家
内
労
働
法

第
二
十
七
条
の
帳
簿
の
保
存
期
間
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
家
内
労
働
法
施
行
規
則
第
二
十
四

条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
二
月
二
五
日
厚
生
労
働
省
令
第
二
〇
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い

う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
三
月
二
七
日
厚
生
労
働
省
令
第
二
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
五
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

別
表
第
一

機
械
、
器
具

又
は
原
材
料

そ
の
他
の
物

品

事
項

機
械

一
　
刃
部
を
除
く
機
械
の
掃
除
、
給
油
、
検
査
、
修
理
又
は
調
整
の
作
業
を
行
う
場
合
で
あ
つ
て
、

作
業
者
が
危
害
を
受
け
る
お
そ
れ
の
あ
る
と
き
は
、
機
械
の
運
転
を
停
止
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
機

械
の
運
転
中
に
作
業
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
で
あ
つ
て
危
険
な
箇
所
に
覆
い
を
設
け
る
等

の
措
置
を
講
じ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
こ
と
。

二
　
機
械
の
刃
部
の
掃
除
、
検
査
、
修
理
、
取
替
え
又
は
調
整
の
作
業
を
行
う
場
合
に
は
、
機
械
の

運
転
を
停
止
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
機
械
の
構
造
上
作
業
者
が
危
害
を
受
け
る
お
そ
れ
の
な
い
場
合

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
こ
と
。

三
　
機
械
の
運
転
を
停
止
し
た
場
合
に
は
、
他
人
が
当
該
機
械
を
運
転
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
、

当
該
機
械
の
起
動
装
置
に
錠
を
掛
け
る
こ
と
。

研
削
と
石

一
　
そ
の
日
の
作
業
を
開
始
す
る
前
に
は
一
分
間
以
上
、
研
削
と
石
を
取
り
替
え
た
場
合
に
は
三
分

間
以
上
試
運
転
を
す
る
こ
と
。

二
　
最
高
使
用
周
速
度
を
超
え
て
使
用
し
な
い
こ
と
。

三
　
側
面
を
使
用
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
研
削
と
石
以
外
の
研
削
と
石
の
側
面
を
使
用
し
な
い
こ

と
。

プ
レ
ス
機
械

又
は
シ
ヤ
ー

一
　
安
全
装
置
を
常
に
有
効
な
状
態
に
保
持
す
る
こ
と
。

二
　
ク
ラ
ツ
チ
、
ブ
レ
ー
キ
そ
の
他
制
御
の
た
め
に
必
要
な
部
分
の
機
能
を
常
に
有
効
な
状
態
に
保

持
す
る
こ
と
。

三
　
一
年
を
超
え
な
い
一
定
の
期
間
ご
と
に
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
点
検
を
行
う
こ
と
。

イ
　
ク
ラ
ツ
チ
及
び
ブ
レ
ー
キ
の
異
常
の
有
無

ロ
　
ク
ラ
ン
ク
シ
ヤ
フ
ト
、
フ
ラ
イ
ホ
イ
ー
ル
、
ス
ラ
イ
ド
、
コ
ネ
ク
チ
ン
グ
ロ
ツ
ド
及
び
コ
ネ
ク

チ
ン
グ
ス
ク
リ
ユ
の
異
常
の
有
無

ハ
　
ノ
ン
リ
ピ
ー
ト
装
置
及
び
急
停
止
装
置
の
異
常
の
有
無

ニ
　
電
磁
弁
、
減
圧
弁
及
び
圧
力
計
の
異
常
の
有
無

ホ
　
配
線
及
び
開
閉
器
の
異
常
の
有
無

四
　
そ
の
日
の
作
業
を
開
始
す
る
前
に
次
の
事
項
に
つ
い
て
点
検
を
行
う
こ
と
。

イ
　
ク
ラ
ツ
チ
及
び
ブ
レ
ー
キ
の
機
能

ロ
　
ク
ラ
ン
ク
シ
ヤ
フ
ト
、
フ
ラ
イ
ホ
イ
ー
ル
、
ス
ラ
イ
ド
、
コ
ネ
ク
チ
ン
グ
ロ
ツ
ド
及
び
コ
ネ
ク

チ
ン
グ
ス
ク
リ
ユ
の
ボ
ル
ト
の
緩
み
の
有
無

ハ
　
ノ
ン
リ
ピ
ー
ト
装
置
及
び
急
停
止
装
置
の
機
能

五
　
プ
レ
ス
機
械
を
用
い
て
作
業
を
行
う
場
合
に
は
、
作
業
点
の
照
度
を
百
ル
ク
ス
以
上
に
保
持
す

る
こ
と
。

ボ
ー
ル
盤
、

フ
ラ
イ
ス
盤

等
手
袋
を
巻

き
込
む
こ
と

に
よ
り
作
業

者
に
危
害
を

与
え
る
お
そ

手
袋
を
し
な
い
こ
と
。
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れ
の
あ
る
機

械危
険
物

一
　
危
険
物
を
取
り
扱
う
設
備
の
蓋
板
、
フ
ラ
ン
ジ
、
バ
ル
ブ
、
コ
ツ
ク
等
の
接
合
部
に
お
け
る
危

険
物
の
漏
え
い
の
有
無
を
点
検
し
、
及
び
異
常
を
認
め
た
場
合
に
は
、
補
修
す
る
こ
と
。

二
　
危
険
物
の
あ
る
場
所
を
整
理
し
、
及
び
当
該
場
所
に
み
だ
り
に
可
燃
性
の
物
品
を
置
か
な
い
こ

と
。

三
　
危
険
物
の
あ
る
場
所
に
消
火
設
備
を
置
く
こ
と
。

四
　
危
険
物
が
爆
発
し
、
又
は
危
険
物
に
よ
つ
て
火
災
が
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
所
に
お
い
て
、

火
気
又
は
点
火
源
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
設
備
を
使
用
し
な
い
こ
と
。

有
機
溶
剤
等
一
　
有
機
溶
剤
の
人
体
に
及
ぼ
す
作
用

二
　
使
用
し
て
い
な
い
有
機
溶
剤
等
を
入
れ
た
容
器
に
は
、
蓋
を
す
る
こ
と
。

三
　
風
上
で
作
業
を
行
う
こ
と
。

四
　
有
機
溶
剤
等
が
皮
膚
に
触
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

五
　
有
機
溶
剤
に
よ
る
中
毒
が
発
生
し
た
場
合
の
応
急
処
置
に
つ
い
て
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
る
こ
と
。

イ
　
中
毒
に
か
か
つ
た
者
を
直
ち
に
通
風
の
良
い
場
所
に
移
し
、
速
や
か
に
医
師
に
連
絡
す
る
こ
と
。

ロ
　
中
毒
に
か
か
つ
た
者
を
横
向
き
に
寝
か
せ
、
で
き
る
だ
け
気
道
を
確
保
し
た
状
態
で
身
体
の
保

温
を
図
る
こ
と
。

ハ
　
中
毒
に
か
か
つ
た
者
が
意
識
を
失
つ
て
い
る
場
合
に
は
、
消
防
機
関
へ
の
通
報
を
行
う
こ
と
。

ニ
　
中
毒
に
か
か
つ
た
者
の
呼
吸
が
止
ま
つ
た
場
合
や
正
常
で
な
い
場
合
に
は
、
速
や
か
に
仰
向
き

に
し
て
心
肺
そ
生
を
行
う
こ
と
。

六
　
必
要
な
健
康
診
断
を
受
け
る
こ
と
。

土
石
、
岩
石

、
鉱
物
、
金

属
又
は
炭
素

の
粉
じ
ん
を

発
散
す
る
原

因
と
な
る
物

品

一
　
土
石
、
岩
石
、
鉱
物
、
金
属
又
は
炭
素
の
粉
じ
ん
の
人
体
に
及
ぼ
す
作
用

二
　
風
上
で
作
業
を
行
う
こ
と
。

三
　
注
水
に
よ
り
作
業
の
湿
式
化
が
で
き
る
場
合
に
は
、
湿
式
化
を
行
う
こ
と
。

四
　
定
期
に
作
業
場
を
掃
除
す
る
こ
と
。

五
　
粉
じ
ん
が
飛
散
す
る
場
合
に
は
、
ビ
ニ
ー
ル
カ
ー
テ
ン
等
適
当
な
間
仕
切
り
を
す
る
こ
と
。

六
　
必
要
な
健
康
診
断
を
受
け
る
こ
と
。

鉛
等

一
　
鉛
等
の
人
体
に
及
ぼ
す
作
用

二
　
屋
内
作
業
場
で
喫
煙
し
、
又
は
飲
食
し
な
い
こ
と
。

三
　
毎
日
一
回
以
上
、
屋
内
作
業
場
を
真
空
掃
除
機
を
用
い
て
、
又
は
水
洗
に
よ
つ
て
掃
除
す
る
こ

と
。

四
　
作
業
終
了
後
硝
酸
水
溶
液
そ
の
他
の
手
洗
い
用
溶
液
及
び
爪
ブ
ラ
シ
を
用
い
て
手
を
洗
い
、
並

び
に
う
が
い
を
す
る
こ
と
。

五
　
粉
状
の
鉛
等
が
こ
ぼ
れ
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
、
真
空
掃
除
機
を
用
い
て
、
又
は
水
洗
に
よ

つ
て
掃
除
す
る
こ
と
。

六
　
必
要
な
健
康
診
断
を
受
け
る
こ
と
。

別
表
第
二

種
別

名
称

発
火
性
の
物
品
赤
り
ん
、
セ
ル
ロ
イ
ド
類
、
炭
化
カ
ル
シ
ウ
ム
（
カ
ー
バ
イ
ド
）
、
り
ん
化
石
灰
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム

粉
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
粉

酸
化
性
の
物
品
塩
素
酸
カ
リ
ウ
ム
、
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
塩
素
酸
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
そ
の
他
の
塩
素
酸
塩
類
、
過
塩

素
酸
カ
リ
ウ
ム
、
過
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
過
塩
素
酸
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
そ
の
他
の
過
塩
素
酸
塩
類
、

過
酸
化
カ
リ
ウ
ム
、
過
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
過
酸
化
バ
リ
ウ
ム
そ
の
他
の
無
機
過
酸
化
物
、
硝
酸
カ

リ
ウ
ム
、
硝
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
硝
酸
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
そ
の
他
の
硝
酸
塩
類

引
火
性
の
物
品
エ
ー
テ
ル
、
ガ
ソ
リ
ン
、
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
、
酸
化
プ
ロ
ピ
レ
ン
、
二
硫
化
炭
素
、
ノ
ル
マ
ル
ヘ

キ
サ
ン
、
酸
化
エ
チ
レ
ン
、
ア
セ
ト
ン
、
ベ
ン
ゼ
ン
、
メ
チ
ル
エ
チ
ル
ケ
ト
ン
、
メ
チ
ル
ア
ル
コ
ー

ル
、
エ
チ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
、
キ
シ
レ
ン
、
酢
酸
ア
ミ
ル
、
灯
油
、
軽
油
、
テ
レ
ビ
ン
油
、
イ
ソ
ア
ミ

ル
ア
ル
コ
ー
ル
、
酢
酸
そ
の
他
の
引
火
点
が
摂
氏
六
十
五
度
未
満
の
物
品

可
燃
性
の
ガ
ス
水
素
、
ア
セ
チ
レ
ン
、
エ
チ
レ
ン
、
メ
タ
ン
、
エ
タ
ン
、
プ
ロ
パ
ン
、
ブ
タ
ン
そ
の
他
の
摂
氏
一
五

度
、
一
気
圧
に
お
い
て
気
体
で
あ
る
可
燃
性
の
物
品

備
考
　
引
火
点
の
数
値
は
、
「
タ
グ
密
閉
式
」
、
「
ペ
ン
ス
キ
ー
マ
ル
テ
ン
ス
式
」
又
は
「
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
開
放
式
」

の
引
火
点
測
定
器
に
よ
り
、
一
気
圧
の
も
と
で
測
定
し
た
値
と
す
る
。
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様
式
第
１
号様式第 1号 

家 内 労 働 手 帳 

  (第 1面) 

家内労働者 

氏 名   

委 託 者 

氏 名 印 

性 別   生年月日   

営業所 
名 称   

住 所   所在地 (電話番号)    

補 助 者 

氏 名 性 別 生 年 月 日 

代 理 人 

氏 名 印 

      
住 所 

(電話番号)      

工 賃 の

支 払 方 法 

工 賃 の

支 払 場 所 

  

その他の

委託条件 

物 品 の

受渡し場所 

  

工賃締切日   不良品の取

扱いに関す

る定め 
 
検査日に関

する定め 

  

通貨以外の

もので工賃

を支払う場

合の方法 

  

備 考   

 

  (第 2面以下) 

委 託 受 領 工 賃 支 払 

備 考 委 託

年月日 

委託業務

の 内 容 

納入させ

る物品の

数 量 

工賃の

単 価 

納品の

時 期 

工 賃 の

支払期日 

受 領

年月日 

受領した

物品 の

数 量 

受領者の

印 

支 払

年 月 日 

支払工賃

総 額 

                        

注 意 

 1 第 1面は、委託をするにあたつて記入すること。 

 2 第 1面の「工賃締切日」及び「通貨以外のもので工賃を支払う場合の方法」欄には、該当する場合に記入する

こと。 

 3 第 1面の「不良品の取扱いに関する定め」欄には、当該定めをする場合に記入すること。この場合において、

製造又は加工等に係る物品について検査をするときは、検査日に関する定めを( )内に記入すること。 

 4 第 2面以下は、委託をするつど「委託」欄に、製造若しくは加工等に係る物品を受領するつど「受領」欄に、

又は工賃を支払うつど「工賃支払」欄に記入すること。 

 5 第 2面以下の「備考」欄には、委託に関し、機械、器具その他の設備又は原材料その他の物品を自己から購入

させる場合において、そのつど、その品名、数量及び引渡しの期日並びにその代金の額並びに決済の期日及び方

法を記入すること。 

様
式
第
２
号様式第 2号 

委 託 状 況 届 

(A列 4) 

事 業 の 種 類 営 業 所 の 名 称 営 業 所 の 所 在 地 

    (電話番号)       

委託業務

の 

内 容 

委 託 地 域 

家 内 労 働 者 数 補 助 者 数 

代理人数 
            

男 

うち

18歳

未満 

女 

うち

18歳

未満 

計 

うち

18歳

未満 

男 

うち

18歳

未満 

女 

うち

18歳

未満 

計 

うち

18歳

未満 

    
都道

府県 
                            

    
都道

府県 
                            

    
都道

府県 
                            

    
都道

府県 
                            

    
都道

府県 
                            

備 考   

      年  月  日 

委託者 氏名          

        労働局長殿 

注 意 

 1 「事業の種類」欄には、委託者の事業の種類を記入すること。 

 2 「家内労働者数」、「補助者数」及び「代理人数」は、都道府県別に記入し、「委託地域」欄の( )内には、当該都道府県内における主たる

委託地域の市町村名を記入すること。 
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様
式
第
３
号

様式第 3号 

家 内 労 働 死 傷 病 届 

(A列 4) 

死 傷 病 者 

家内労働者 

補 助 者 

氏 名 性 別 年 齢 住 所 委 託

業 務

の 内 容 

  

        

委 託 者 営業所 
名 称   事 業 の 種 類 

所在地 (電話番号)   

死 傷 病 

発 生 日 時 傷 病 名 又 は 死 因 傷 害 の 部 位 症 状 及 び 程 度 
  休業日数又は

死亡の日時 

年  月  日 

時    
        

 死傷病の原因

及び発生状況 
  

     年  月  日 

委託者 氏名          

        労働局長殿 

注 意 

 1 「死傷病者」欄の( )内は、該当しない事項を消すこと。 

 2 「死傷病の原因及び発生状況」欄には、死傷病の原因となつた機械、器具その他の設備、原材料その他の物品の名称及び発生状況を具体

的に記入すること。 

様
式
第
４
号様式第 4号 

帳 簿  

家内労働者 

氏 名   

代 理 人 

氏 名   

性 別   生年月日   住 所   

住 所   代理業務の

範 囲 

  

作業場の

所 在 地 

  

特 別 な

委託条件 

  

補 助 者 
氏 名 性 別 生年月日 

      

備 考   

委 託 受 領 工 賃 支 払 

備 考 委 託

年月日 

委託業務

の 内 容 

納入させ

る物品の

数 量 

工賃の

単 価 

納品の

時 期 

工 賃 の

支払期日 

受 領

年月日 

受領した

物 品 の

数 量 

支 払

年月日 

支払工賃

総 額 

通貨以外の

工賃支払方

法とその額 

                        

注 意 

 1 「作業場の所在地」欄には、家内労働者の作業場の所在地が住所と異なる場合に記入すること。 

 2 「補助者」及び「代理人」欄には、該当する場合に記入すること。 

 3 「特別な委託条件」欄には、当該家内労働者に関し、特別な委託条件を定めた場合に記入すること。 

 4 「委託」欄には委託をするつど、「受領」欄には製造又は加工等に係る物品を受領するつど、又は「工賃支払」

欄には工賃を支払うつど記入すること。 

 5 「通貨以外の工賃支払方法とその額」欄には、該当する場合に記入し、「支払工賃総額」の内数とすること。 
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